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特

集

仮
設
住
宅
の
状
況

　
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
現
在
、
山
王
市
営
住
宅

跡
地
、
国
府
多
賀
城
駅
南
地
区
、
高
橋
公
園
、
多

賀
城
公
園
野
球
場
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
跡
地
、

多
賀
城
中
学
校
の
6
カ
所
に
3
7
3
戸
建
設
さ

れ
、
約
3
5
0
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
6
カ
所
の
仮
設
住
宅
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
規

模
に
応
じ
た
集
会
所
を
設
置
し
、
サ
ロ
ン
的
な
雰

囲
気
を
心
掛
け
た
各
種
の
支
援
行
事
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
集
会
所
は
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
困

り
ご
と
の
相
談
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
で
き
る

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
国
府
多
賀
城
駅
南
地
区
の
仮
設
住
宅
で
は
、
自

治
組
織
が
発
足
し
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
動

き
だ
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
作
ろ

う
と
、
9
月
10
日
、
仮
設
住
宅
敷
地
内
の
空
き
地

を
利
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
花
壇
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
の
菅
原
さ
ん
は
、「
先
日
、
被
災
後

の
心
の
変
化
に
つ
い
て『
生
活
が
少
し
落
ち
着
い

て
く
る
こ
ろ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る
』

と
い
う
講
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
症
状
に
な
る
も
の
な

の
か
な
あ
と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
半
年

が
過
ぎ
た
い
ま
、
私
自
身
に
先
生
の
言
葉
ど
お
り

の
こ
と
が
起
き
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
私
だ
け
で

は
な
く
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
も
同
じ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
50
人
い
れ
ば
50
通
り
の
支
援
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
花
壇
づ
く
り
を
き
っ
か
け
に
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
お
互
い
支
え
合
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
支
援

　
仮
設
住
宅
で
は
、
生
活
環
境
や
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
が
以
前
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
皆
さ
ん
を
支
え
る

た
め
、
大
き
く
4
つ
の
目
的
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
支
援
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。

4
つ
の
目
的

①
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と

②�

見
守
り
、
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
こ
と

③�

生
活
の
再
建
に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
④
新
た
な
自
治
・
共
助
の
芽
を
育
て
る
こ
と

　
入
居
者
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
な
ど

に
も
気
づ
く
よ
う
に
、
仮
設
住
宅
の
管
理
運
営
の

業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
毎
日
一
度
は
全
世
帯

を
訪
問
し
、
い
つ
で
も
気
軽
に
お
話
が
で
き
る
関

係
を
つ
く
り
な
が
ら
皆
さ
ん
を
見
守
り
、
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う

な
ど
、常
に
き
め
細
や
か
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
賀
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
復
興
支
え

あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

交
流
の
場
づ
く
り

　

支
援
団
体
の
一
つ
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
中
の
パ
パ
・
マ
マ
を
支
援

す
る
た
め
、
多
賀
城
公
園
野
球
場
の
仮
設
住
宅
の

集
会
所
で
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
・
土
曜
日
に

「
子
ど
も
の
遊
び
場
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
仮
設
住
宅
は
子
ど
も
の
遊
び
場
が
な
く
、
ス

ト
レ
ス
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
遊
び
場
の
提
供
だ

け
で
は
な
く
、
子
育
て
中
の
パ
パ
・
マ
マ
が
子
育

て
の
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
場
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
高
橋

さ
ん
。

　

利
用
し
て
い
る
マ
マ
は
、「
い
つ
も
子
ど
も
が

集
会
所
へ
行
き
た
い
と
言
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
は

子
ど
も
が
走
り
回
る
に
は
少
し
狭
い
の
で
、
大
変

助
か
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
し
ば
ら
く
の
間
、
こ

の
よ
う
な
支
援
を
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　社会福祉協議会では、震災直後は「災害ボランティアセンター」として市内外から集まったボランティアの
皆さんの窓口となり、個人宅の片づけや道路側溝清掃などの活動をしてきました。
　時の経過とともに市内も徐々に落ち着きを取り戻し、個人宅からの片づけニーズも減少してきたことから、
仮設住宅や被災地で在宅生活を送る皆さんの視点に立つ支援活動の拠点として、「災害ボランティアセン
ター」から「多賀城市社会福祉協議会復興支えあいセンター（以下「復興支えあいセンター」）」に名称を変え、
新たな取り組みを始めました。
■復興支えあいセンターの役割
　同センターは、被災した地域に住む住民の支援だけでなく、
仮設住宅に住む皆さんの生活を支えるための相談体制づくりの
支援、見守り・安否活動につながる住民同士の「支えあい」や「コ
ミュニティ」などの環境づくりの支援を行っています。その他
にも、住民参加型イベントの調整やボランティア活動希望者・
団体の調整窓口などの役割を担っています。
■ 今後の活動の展開／在宅生活支援・仮設住宅入居者支援
・民生委員と連携した要援護者などへの訪問活動・実態把握
・福祉サービスにかかる各種相談やサービス利用への橋渡し
・サロン活動の実施による引きこもり防止および見守り体制づくり（シルバーふれあいサロン活動）など
・ニーズに対応したボランティアプログラムづくり
・ボランティア活動のコーディネート
・コミュニティ支援
・関係機関との連絡調整
・仮設住宅への支援活動、支援物資などの情報発信（仮設だよりの発行）
問／多賀城市社会福祉協議会復興支えあいセンター
☎080-5949-7501、080-5949-7500（仮設住宅支援専用）

　
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
集　
復
興
に
向
け
て　
〜
今
、
仮
設
住
宅
で
は
〜

支　援　体　制
〜つながり・支え合いによって生まれる

新たな絆づくりを目指して〜

多賀城市社会福祉協議会復興支えあいセンター

必要
な情報

や支援のネットワーク

（　　　　　　）
情報
共有

市 社会福祉協議会
復興支えあい
センター

民生委員・児童委員協議会、
市民活動サポートセンター、
保健師、ボランティア団体など

■安否確認や健康管理、入居者
の自立促進のサポートなど
■関係各課との調整
■必要な支援を把握

■被災者のニーズに対応した
ボランティア活動
■仮設入居者への情報発信
■被災者への各種相談対応

仮設住宅の
管理運営業務

復興支えあいセンターを
ご利用したい方は、
まずお電話を !
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被
災
者
相
談
窓
口

　
生
活
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、「
被
災
者
相
談
窓
口
」を

次
の
と
お
り
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
5
時

火
曜
・
木
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場
／
市
役
所
6
階　
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
項
目
／

①
災
害
義
援
金

②
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

③
災
害
援
護
資
金

④
生
活
復
興
支
援
資
金
制
度

（
担
当　
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
な
お
、
災
害
弔
慰
金
・
災
害
障
害
見

舞
金
に
つ
い
て
は
市
役
所
1
階
の
社
会

福
祉
課
窓
口
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2
、
1
6
3

被
災
さ
れ
た
産
婦
に
対
す
る

義
援
金
支
給
に
つ
い
て

　

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ
フ（
財

団
法
人
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）で
、

義
援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
平
成
23
年
3
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
出
産
し
た
女
性

で
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
に
住

民
票
が
あ
り
、
居
住
す
る
家
屋
が
半
壊

以
上
の
方
で
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
ジ
ョ
イ
セ
フ

☎
0
3
・
3
2
6
8
・
3
1
7
2

遺
失
物
の
縦
覧
終
了

　
遺
失
物
の
縦
覧
は
10
月
31
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
ま
だ
足
を
運
ば
れ
て

い
な
い
方
は
、
期
間
中
に
縦
覧
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
11
月
1
日
以
降
は
、
し
ば
ら

く
の
間
、交
通
防
災
課
で
保
管
し
ま
す
。

縦
覧
日
／
10
月
31
日
ま
で（
毎
週
水
曜

日
を
除
く
）

時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
5
時

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

縦
覧
し
て
い
る
も
の
／
写
真
、
賞
状
な

ど（
貴
重
品
以
外
）

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
2
、
2
7
3

一
般
木
造
住
宅
の
家
屋
解
体

　
5
月
よ
り
受
け
付
け
し
て
い
る
被
災

家
屋
な
ど
の
解
体
作
業
は
、
開
始
の
日

程
が
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
、
大
変
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
中
旬
よ
り
倒
壊
の
危
険
性
が
高

い
家
屋
な
ど
か
ら
、
順
次
、
解
体
作
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、現
在
は
、

効
率
性
を
優
先
し
て
、
地
区
ご
と
に
複

数
の
解
体
業
者
が
入
る
よ
う
調
整
し
て

解
体
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
区
割
や
解
体
予
定
日
に
つ

い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
撤
去
依
頼
の
あ
っ
た

家
屋
な
ど
は
、
1
、3
0
0
棟
を
超
え

て
い
ま
す
が
、
一
般
木
造
住
宅
の
家
屋

解
体
は
、
遅
く
と
も
今
年
度
中
の
解
体

完
了
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
2
5
6

災
害
ご
み
に
つ
い
て

　
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
ご
み
を

市
の
災
害
ご
み
仮
置
き
場
へ
自
ら
搬
入

す
る
際
は
、「
搬
入
許
可
証
」が
必
要
で

す
。
搬
入
許
可
証
の
手
続
き
は
生
活
環

境
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
波
被
害
の
あ
っ
た
地
区
に
お
い

て
、
路
上
に
置
か
れ
た
災
害
ご
み
の
回

収
は
、
11
月
末
日
で
終
了
し
ま
す
。

必
要
書
類
／

①
搬
入
す
る
車
両
の
車
検
証（
大
型
車

不
可
）

②
り
災
証
明
書（
発
行
さ
れ
て
い
な
い

方
は
被
害
の
写
真
な
ど
）

③
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
場
合
は
工
事
請

負
契
約
書（
住
宅
応
急
修
理
は
申
請
書

の
写
し
）

許
可
内
容
／

①
搬
入
許
可
期
間
は
3
日
間

②
4
ト
ン
以
下
の
車
両
一
台
の
み

手
続
き
期
間
／
月
曜
～
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

搬
入
時
間
／
月
曜
～
土
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）含
有
建
築
廃
材

　
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
市
が
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
廃
材
の
種
類
ご
と
に
分
別
し
、
飛

散
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
た
上
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
2
5
6
～
2
5
8

家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

自
費
撤
去
分
の
公
費
負
担

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
で
、

市
の
家
屋
等
解
体
の
受
け
付
け
前（
平

成
23
年
5
月
5
日
以
前
）に
撤
去
の
契

約
を
し
た
方
は
、
基
準
額
の
範
囲
内
で

公
費
負
担
の
対
象
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
が
れ
き
や
車
な
ど
の
自
費
撤

去
は
、
10
月
中
に
決
ま
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
広
報
多
賀
城
11
月
号
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

必
要
書
類
／（
写
し
は
不
可
）

①
解
体
し
た
建
物
の
登
記
簿
謄
本

②
り
災
証
明
書

③
解
体
業
者
と
の
契
約
書
、
積
算
内
訳

書
お
よ
び
領
収
書（
振
り
込
み
を
示
す

伝
票
）

④
解
体
前
・
解
体
中
・
解
体
後
の
写
真

⑤
認
め
印（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

⑥
身
分
証
明
書（
顔
写
真
付
き
）

受
付
期
間
／
10
月
5
日
㈬
以
降
の
月
曜

～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
9
時

～
午
後
4
時

問
／
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

内
線
2
5
6
～
2
5
8

平
成
24
年
成
人
式
用
振
り
袖

差
し
上
げ
ま
す

　
株
式
会
社
彩（
京
都
市
）よ
り
、
成
人

式
用
振
り
袖
ご
提
供
の
申
し
出
が
あ
り

ま
す
。
数
量
は
、
振
り
袖
、
帯
、
草
履

な
ど
一
式
を
10
セ
ッ
ト
、
対
象
者
、
申

し
込
み
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
み
は
新
成
人
本
人
に
限

り
ま
す
。

対
象
／
先
の
震
災
で
住
ま
い
が
長
期
避

難
区
域
に
該
当
す
る
現
在
市
民
で
、
平

成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
氏
名

（
ふ
り
が
な
）②
生
年
月
日
③
被
災
し
た

住
所
④
現
在
の
住
所
⑤
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
〒
9
8
5
―
8
5
3
1
多
賀

城
市
中
央
二
丁
目
1
―
1
多
賀
城
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課「
成
人
式
振
り

袖
」担
当
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
10
月
11
日
㈫
当
日
消
印
有
効

抽
選
・
発
表
／
10
月
14
日
㈮
生
涯
学
習

国
の
利
子
補
給
制
度

　
震
災
に
よ
っ
て
特
に
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
事
業
者
が
公
的
金
融
機
関
か
ら

事
業
資
金
を
借
入
す
る
際
、
国
が
利
子

補
給
を
行
い
、
実
質
金
利
を
ゼ
ロ
に
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
／
り
災
証
明
を
受
け
た
事
業
者

で
あ
っ
て
、
事
業
所
等
が
全
壊
ま
た
は

流
出
し
た
方

ゼ
ロ
金
利
対
象
融
資
制
度
／

①
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付

②
再
挑
戦
支
援
資
金（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
融
資
）

備
考
／

・
利
子
補
給
は
、借
入
後
3
年
間
、一
定

の
借
入
限
度
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

・
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
支
払
わ
れ
た
利

息
相
当
額
を
年
度
末
に
県
の
財
団
等
が

指
定
口
座
に
お
振
り
込
み
し
ま
す
。

・
利
子
補
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

込
書
の
ほ
か
、
り
災
証
明
等
の
書
類
が

企
業
者
支
援
の
お
知
ら
せ

課
に
お
い
て
厳
正
な
る
抽
選
を
行
っ
た

後
、当
選
者
発
表
は
返
信
は
が
き
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

内
線
5
4
2

地
デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す

　
震
災
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
宮

城
県
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
日
は
平

成
24
年
の
3
月
末
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
省
デ
ジ
サ
ポ
宮
城
で
は
、
地
デ

ジ
へ
の
移
行
で
お
困
り
の
方
を
対
象

に
、「
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し

ま
す
。
専
門
の
地
デ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、
移
行
に
あ
た
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
対
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
デ
ジ
サ
ポ
宮
城
で
は
戸
別
訪

問
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
5
日
～
11
月
30
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
・
木
曜
日（
祝
日
お
よ
び
11

月
16
日
・
17
日
を
除
く
）午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時
30
分

会
場
／
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
／
デ
ジ
サ
ポ
宮
城

☎
7
4
5
・
1
5
0
0

雇
用
支
援

■
求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
10
月
か
ら
、
雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
求
職
者
を
対
象
に
、
無

料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、
本
人
の

収
入
が
8
万
円
以
下
な
ど
一
定
要
件
を

満
た
せ
ば
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る「
求

職
者
支
援
制
度
」が
開
始
し
ま
す
。

対
象
／

・
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
な
か
っ
た

方
・
雇
用
保
険
受
給
中
に
再
就
職
で
き

な
い
ま
ま
支
給
終
了
し
た
方
・
雇
用
保

険
の
加
入
期
間
が
足
り
ず
に
雇
用
保
険

を
受
け
ら
れ
な
い
方
・
自
営
廃
業
者
の

方
、
学
卒
見
就
職
者
の
方
な
ど

給
付
金
の
支
給
額
／
月
額
10
万
円（
原

則
と
し
て
最
長
1
年
）

　
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
釜

☎
0
2
2
・
3
6
2
・
3
3
6
1

個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
国
で
は
震
災
に
よ
り
債
務
の
返
済
が

で
き
な
く
な
っ
た
個
人
の
方
、
ま
た
は

近
い
将
来
返
済
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

確
実
な
個
人
の
方
の
私
的
整
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
／

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
金
融
機
関
と
既
存
の
お
借
入

れ
に
つ
い
て
弁
済
方
法
の
変
更
や
債
務

の
減
免
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
法
的
倒
産
手
続
き
に
よ
る
不

利
益
を
回
避
で
き
ま
す
。

対
象
者
／
個
人
の
方

必
要
で
す
。

問
／
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

☎
0
1
2
0
・
1
5
4
・
5
0
5

商
工
組
合
中
央
金
庫

☎
0
1
2
0
・
0
7
9
・
3
6
6

再
挑
戦
支
援
資
金

　
震
災
に
よ
り
廃
業
に
至
っ
た
事
業
者

が
、
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
際
、
再

挑
戦
支
援
資
金
の
貸
付
条
件
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
ま
す
。

特
例
措
置
の
対
象
者
／

①
廃
業
歴
等
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
廃

業
歴
等
を
有
す
る
経
営
者
が
営
む
法
人

で
あ
る
こ
と
。

②
廃
業
時
の
負
債
が
新
た
な
事
業
に
影

響
を
与
え
な
い
程
度
に
整
理
さ
れ
る
見

込
み
が
あ
る
こ
と
。

③
廃
業
の
理
由
・
事
情
が
や
む
を
得
な

い
も
の
等
で
あ
る
こ
と
。

貸
付
限
度
額
／
7
億
2
千
万
円（
中
小

事
業
者
）、
2
千
万
円（
国
民
事
業
者
）

＊
廃
業
の
理
由
が
震
災
に
よ
る
直
接
被

害
の
場
合
は
、別
枠
3
億
円（
中
小
事
業

者
）、上
乗
せ
6
千
万
円（
国
民
事
業
者
）

貸
付
金
利
／
基
準
金
利
1
・
65
％（
中

小
事
業
者
）、
2・15
％（
国
民
事
業
者
）

＊
別
枠
部
分
に
つ
い
て
は
、
基
準
金
利

か
ら
0
・
5
％
引
き
下
げ

＊
た
だ
し
中
小
事
業
者
は
貸
付
後
3
年

間
、
1
億
円（
国
民
事
業
者
は
3
千
万

円
）を
上
限
と
し
て
、
基
準
金
利
か
ら

1
・
4
％
引
き
下
げ

貸
付
期
間
／
設
備
資
金
15
年
以
内
、
運

転
資
金
7
年
以
内（
据
置
最
大
3
年
）

別
枠
部
分
は
、
設
備
資
金
20
年
以
内
、

運
転
資
金
15
年
以
内（
据
置
最
大
5
年
）

担
保
保
証
人
／
原
則
必
要

問
／
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

☎
0
1
2
0
・
1
5
4
・
5
0
5

中
小
企
業
施
設
設
備
復
旧

支
援
事
業

　
震
災
で
被
災
し
た
生
産
施
設
・
設
備

の
復
旧
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
製
造
業
を
営
む
中
小
企
業
者

（
個
人
事
業
者
を
含
む
）

補
助
率
／
2
分
の
1
以
内

補
助
額
／
上
限
2
千
万
円
、
下
限
1
0 

0
万
円

問
／
宮
城
県
新
産
業
振
興
課

☎
2
1
1
・
2
7
6
5

要
件
／

・
住
宅
ロ
ー
ン
・
事
業
性
ロ
ー
ン
等
を

お
借
入
れ
の
個
人
の
方

・
住
居
・
勤
務
先
、
事
業
所
・
取
引
先

等
の
生
活
・
事
業
基
盤
な
ど
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
た
こ
と

・既
存
の
お
借
入
れ
が
弁
済
で
き
な
い
、

ま
た
は
近
い
将
来
弁
済
で
き
な
い
こ
と

が「
確
実
」と
見
込
ま
れ
る
こ
と（
自
己

破
産
な
ど
の
法
的
手
続
に
入
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
）な
ど

問
／
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
・
3
8
0
・
8
8
3（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
2
1
2
・
3
0
2
5（
宮
城
支
部
）

被
災
者
支
援
の
お
知
ら
せ

宮
城
県
の
補
助
制
度
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観
光
施
設
再
生
支
援
事
業

　
震
災
で
被
災
し
た
観
光
施
設
・
設
備

の
復
旧
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
簡
易
宿
所
・

下
宿
営
業
の
施
設
、
そ
の
他
観
光
集
客

施
設
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の

補
助
率
／
2
分
の
1
以
内

補
助
額
／
上
限
1
千
万
円
、
下
限
1
0 

0
万
円

問
／
宮
城
県
観
光
課

☎
2
1
1
・
2
8
2
3

商
店
復
旧
支
援
事
業

　

震
災
で
被
災
し
た
施
設（
店
舗
な

ど
）・
設
備
の
復
旧
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
／
卸
売
業
、
小
売
業
、
飲
食
業
、

運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
中
小
企

業
者（
個
人
事
業
者
を
含
む
）

補
助
率
／
2
分
の
1
以
内

補
助
額
／
上
限
3
0
0
万
円
、
下
限
1 

0
0
万
円

問
／
宮
城
県
商
工
経
営
支
援
課

☎
2
1
1
・
2
7
4
6

商
業
活
動
再
開
支
援
事
業

　
震
災
で
被
災
し
別
の
店
舗
を
借
り
る

場
合
、
仮
設
店
舗
を
作
る
場
合
に
要
し

た
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
卸
売
業
、
小
売
業
、
飲
食
業
、

運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
中
小
企

業
者（
個
人
事
業
者
を
含
む
）

補
助
率
／
2
分
の
1
以
内

補
助
額
／
上
限
3
0
0
万
円
、
下
限
1 

0
0
万
円

問
／
宮
城
県
商
工
経
営
支
援
課

☎
2
1
1
・
2
7
4
6

　
い
ず
れ
の
補
助
制
度
も
受
け
付
け
期

間
は
10
月
12
日
㈬
ま
で

東
日
本
大
震
災
に
係
る
県
制

度
融
資
の
利
子
補
給
事
業

　
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
県
内
の
中
小

企
業
者
が
県
制
度
融
資
を
利
用
し
た
場

合
に
利
子
補
給
し
ま
す
。

対
象
／
①
災
害
復
旧
対
象
資
金（
東
日

本
大
震
災
災
害
対
策
枠
）②
み
や
ぎ
中

小
企
業
復
興
特
別
資
金

対
象
限
度
額
／
一
企
業
3
千
万
円

利
子
補
給
率
／

①
年
利
1
・
0
％
に
相
当
す
る
額

②
年
利
1
・
5
％
に
相
当
す
る
額

補
給
期
間
／
3
年
間

補
給
回
数
／
年
2
回

申
請
先
／
融
資
を
受
け
た
金
融
機
関

問
／
宮
城
県
商
工
経
営
支
援
課

☎
2
1
1
・
2
7
4
4

9
月
11
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
内
線
6
3
1
、
6
3
2

　
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
い
た

宮
城
県
議
会
議
員
選
挙
を
執
行
し
ま

す
。
詳
し
く
は
広
報
多
賀
城
11
月
号
お

よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

　
平
成
23
年
第
1
回
市
議
会
臨
時
会
が

8
月
22
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
議
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

専
決
処
分

▼
多
賀
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
「
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用

情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の
整
備
を
図
る

た
め
の
地
方
税
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」が
平
成
23
年
6
月
30
日
に
公
布
さ

れ
、
地
方
税
法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
多
賀
城
市
税
条
例
等
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
多
賀
城
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
こ
と

に
つ
い
て
報
告
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
5
月
2
日
に
発
生
し

た
仮
設
ト
イ
レ
の
転
倒
に
よ
る
車

両
損
傷
事
故
に
つ
い
て
、
相
手
方

と
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
決

定
す
る
こ
と
を
専
決
処
分
し
た
こ

と
に
つ
い
て
報
告
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

補
正
予
算

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
5
号
）

▼
平
成
23
年
度
多
賀
城
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3

号
）

　
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■平成23年度多賀城市一般会計補正予算（第5号）
歳入 （単位：千円）

補正前の額 補正額 計
国庫支出金 10,179,124 308,286 10,487,410
繰 入 金 1,142,247 69,092 1,211,339
市　　 債 3,462,600 242,800 3,705,400
合　　 計 31,147,996 620,178 31,768,174

歳出 （単位：千円）
補正前の額 補正額 計

総 務 費 1,971,624 1,598 1,973,222 
土 木 費 3,652,987 43,529 3,696,516 
教 育 費 2,248,978 47,655 2,296,633 
災害復旧費 8,378,646 527,396 8,906,042 
合　　 計 31,147,996 620,178 31,768,174 

投票区 投票所名 有権者数 投票者数 投票率
第1 新田公民館 3,406 1,688 49.56％
第2 高橋地区生活センター 3,893 1,788 45.93％
第3 山王地区公民館 2,909 1,401 48.16％
第4 浮島会館 3,526 1,622 46.00％
第5 母子健康センター 8,632 4,160 48.19％
第6 ロジュマンコミュニティセンター 1,484 785 52.90％
第7 留ケ谷集会所 1,824 905 49.62％
第8 伝上山集会所 2,935 1,484 50.56％
第9 鶴ケ谷集会所 1,512 792 52.38％
第10 丸山集会所 762 399 52.36％
第11 下馬公民館 3,382 1,497 44.26％
第12 多賀城東小学校 2,085 1,010 48.44％
第13 笠神分館 1,414 759 53.68％
第14 小野屋ホテル 3,126 1,388 44.40％
第15 大代北区集会所 592 439 74.16％
第16 ホテルキャッスルプラザ多賀城 2,941 1,187 40.36％
第17 八幡公民館 1,277 627 49.10％
第18 八幡上二集会所 910 367 40.33％
第19 八幡沖公民館 1,365 617 45.20％

合　　　計 47,975 22,915 47.76％

候補者氏名 得票数（票）
深谷こうすけ 2,366 当
根 本 あ さ え 1,674 当
森　 長 一 郎 1,320 当
阿部まさゆき 1,217 当
まつむら敬子 1,202 当
江 口 ま さ お 1,201 当
戸津川はるみ 1,190 当
藤原ますえい 1,176 当
まさうら泰已 1,155 当
竹 谷 英 昭 1,141 当
柳 原 き よ し 1,027 当
佐 藤 恵 子 985 当
いたばし恵一 955 当
金 野 次 男 939 当
ふ し や 修 一 914 当
吉 田 み つ お 832 当
米 澤 ま き こ 742 当
あめもり修一 701 当
中村ぜんきち 686 落
いさわさだお 615 落
曽 我 浩 二 544 落

※ 同一の氏、名の候補者がある場合に、
同一の氏、名のみを記載した投票は、
関係各候補者の有効投票数に応じて
案分されますが、今回は案分に該当
する票はありませんでした。

■平成23年度多賀城市下水道事業特別会計補正予算（第3号）
歳入 （単位：千円）

補正前の額 補正額 計
国庫支出金 31,695 520,332 552,027
繰　入　金 1,672,046 ▲ 471 1,671,575
市　　　債 1,537,700 ▲ 93,500 1,444,200
合　　　計 3,988,758 426,361 4,415,119

歳出 （単位：千円）
補正前の額 補正額 計

災害復旧費 1,087,423 426,361 1,513,784
合　　　計 3,988,758 426,361 4,415,119

　今回の震災により高橋こ線橋（山王陸橋）が通行止めになっているため、陸前山王駅東側の東北本線を横断
する八幡街道踏切を通過する車両が増加し、踏切事故が増え、交通渋滞も発生しています。
　八幡街道踏切は、踏切内の幅が狭く車両のすれ違いができませんので、相互通行のできる高平踏切を迂回
するようお願いします。
※9月13日から高橋こ線橋は歩行者の通行ができるようになりました。
問／道路公園課　内線431～438

高橋こ線橋（山王陸橋）通行止めに伴う道路迂回のお願い

至 岩切

JA仙台
南宮支所

日
吉
神
社

市
道
高
橋
一
号
線

コンビニ

コンビニ

山王踏切（歩行者）

コンビニ

県道泉塩釜線

JR東北本線 JR東北本
線

●西部児童センター

●南宮駐在所

山　王
小学校 迂回路

高橋こ線橋
（通行止）

砂
押
川

塩釜街道
踏切

至 岩切駅 第二中学校

市川橋

八幡街道踏切

高平踏切

至 多賀城
市役所

山王地区
公 民 館

陸前山王駅

中央公園
野 球 場

至 塩
竈

（都）玉川岩切線 コンビニ

高平踏切を
ご利用下さい

至 国府
多賀城駅

至 国府
多賀城駅

初
議
会
で「
一
般
質
問
」を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
一
般
質
問
と
は
、
各
議
員
が
ま
ち
づ
く
り

の
政
策
提
言
を
行
っ
た
り
、
ま
ち
の
将
来
計

画
や
方
針
、
あ
る
い
は
疑
問
点
を
行
政
に
問

う
こ
と
を
通
し
て
、
行
政
全
般
を
市
民
代
表

の
立
場
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
で
、市
民
の
皆
さ
ん
が
選
ん
だ

議
員
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
一
般
質
問
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

期
間
／
10
月
14
日
㈮
と
17
日
㈪
の
2
日
間

時
間
／
午
前
10
時
か
ら

問
／
議
会
事
務
局

内
線
3
1
1

多
賀
城
市
議
会
議
員
選
挙
結
果

第
1
回
市
議
会

臨
時
会
の
結
果

宮
城
県
議
会

議
員
選
挙

　
告
示
日　
11
月
4
日
㈮

　
投
票
日　
11
月
13
日
㈰
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市

政

情

報

●
み
ん
な
で
取
り
組
む
計
画
●

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
3
つ
の
基
本
目
標

を
柱
に
、
男
性
も
女
性
も
、
外
国
籍
の

人
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
本

市
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
で
推
進

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
『
認
め
合
い　

育
み
合
い　

共
に
歩

む
社
会
』を
目
指
し
、
本
市
に
関
わ
る

全
て
の
人
に
と
っ
て「
や
さ
し
さ
あ
ふ

れ
る
ま
ち
」に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
な
ぜ
、
い
ま
男
女
共
同
参
画
？
●

　
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
日
本
の
社

会
・
経
済
状
況
は
急
激
に
変
化
し
て
い

る
一
方
、
依
然
と
し
て
性
別
に
関
す
る

固
定
観
念
や
差
別
の
意
識
か
ら
、
自
分

の
生
き
方
を
自
由
に
選
択
し
に
く
い
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
違
い
を
認
め
合
い
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
自
分
の
人
生
を
選
択

で
き
る
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
積
極
的
か
つ
計
画
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
本
市
は
震
災
か
ら
の
復
興
を

す
す
め
て
い
る
最
中
で
す
。

　
本
市
が
、
今
ま
で
以
上
に
住
み
よ
い

ま
ち
に
な
る
た
め
に
も
、
多
く
の
人
が

関
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
新
し

い
考
え
を
採
り
入
れ
、
お
互
い
に
認
め

合
い
支
え
合
う
男
女
共
同
参
画
の
考
え

方
が
と
て
も
重
要
で
す
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

市
民
活
動
推
進
係　
内
線
2
5
3

　

こ
の
事
業
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
自
治
会
・

町
内
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
団
体

が
、
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
な
ど
を

揃
え
る
場
合
な
ど
、
地
域
活
動
を
活
発

に
行
っ
て
い
く
た
め
の
資
金
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
10
月
14
日
㈮

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

対
象
／
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
地
域
的

な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

助
成
額
／
1
0
0
万
円
〜
2
5
0
万

円コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

対
象
／
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
地
域
的

な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

助
成
額
／
事
業
額
の
5
分
の
3

（
1
5
0
0
万
円
ま
で
）

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

対
象
／
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
地
域
的

な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

助
成
額
／
30
万
円
〜
1
0
0
万
円

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

対
象
／
自
主
防
災
組
織
・
消
防
団
な
ど

助
成
額
／
30
万
円
〜
2
5
0
万
円

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
2
、
2
5
3

　
平
成
22
年
10
月
1
日
を
基
準
日
と
し

て
実
施
さ
れ
た
平
成
22
年
国
勢
調
査
の

確
定
人
口
等
の
結
果
が
、
総
務
省
統
計

局
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
へ
の
ご
回
答
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http/w
w

w
.stat.go.jp/data/

kokusei/2010/index.htm

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係　
内
線
2
5
1

（有）新井企業、（社）伊豆の国市観光協会、イトウサトミ、イワモトカズシ、（有）内海運送、（株）エク
シス、オオイタケンタケタシチヨウ、金沢商店、（株）カネミヤ、木村治美、こころのクリニック み
どりの風、コンノトシユキ、サクライコウヘイ、タナベマサハル、出羽桜酒造（株）、てんどう五日会、
東奥商事（株）、友綱部屋、ナカガワヤスシ、なまずの会、韮山ライオンズクラブ、フチュウシミヤニ

シチヨウコ、松崎商店、ユ）ミチナス、ミヤギケンシチヨウカイ、向山夏まつり模擬店、村山美術、（株）YAMANAKA

愛知県幸田町議会議員有志、オカダマサキ、カミムラミカ、クドウヨシヒロ、下馬商店振興会婦人部、
コンノトシユキ、サイトウタツオ、（株）ジオクリエート、神野里子、スズキワカコ、セイケイブンカ
ケンキュウカイ、（社）日本補償コンサルタント協会、白門市長会、東田中南自治会、マツダシン、真
名井製作所、ミウラヤスシ、宮城県市長会、ヤグチユカ、ワタナベヒサユキ

アパレルアイ（株）、医療法人菅野愛生会緑ヶ丘病院、群馬県富岡市ボランティ
アグループうどんの会、坂戸よさこい実行委員会、島根県益田県土整備事務所
津和野土木事業所、福島県伊達市、（株）明灯

　東日本大震災で甚大な被害を受けた多賀城市へ、全国各地の皆さんから多くのご支援をいただき、ありがとう
ございます。
　8月31日現在で、義援金1億5,646万2,794円、寄付金1億3,895万5,150円と多くの物資の提供・人的支援
をいただいています。これまでの多大なご支援に感謝するとともに、一日も早い復興に向けて全力で取り組んで
おりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、物資の提供・人的支援をいただいた個人の方と、匿名で義援金・寄付金をご提供いただいた方については、
掲載を控えさせていただいています。また、記載漏れやお名前の誤りがありました場合はご容赦ください。
	 （敬称は略させていただきます）

8月1日から8月31日まで新たにご支援いただいた方々を紹介します

鉛
製
給
水
管
を
使
っ
て
い
る

ご
家
庭
へ

　
昭
和
61
年
以
前
に
敷
設
さ
れ
た
給

水
装
置
の
一
部
に
鉛
管
を
使
用
し
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
朝
一
番
や
長
時

間
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
、
使
い
始

め
の
水
に
微
量
の
鉛
が
溶
け
出
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
が
定
め
た
水
質
基
準

に
適
合
し
て
お
り
、
健
康
上
飲
み
水

と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
鉛
に
は
蓄
毒
性
が
あ
る

の
で
、
鉛
の
低
減
化
を
図
る
た
め
に
、

使
い
始
め
に
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
の
水

を
飲
み
水
以
外（
ト
イ
レ
の
流
し
水

や
洗
濯
な
ど
）に
ご
使
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
よ
り
安
心
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

給
水
装
置（
注
）の
敷
設
状
況（
管

路
、
管
種
な
ど
）に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

（
注
）給
水
装
置
と
は
一
般
に
、
道
路

に
埋
設
し
て
い
る
水
道
管（
配
水
管
）

か
ら
取
り
出
し
て
い
る
分
岐
部
か
ら

宅
内
の
蛇
口
ま
で
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。

問
／
管
理
課
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
係

内
線
7
6
6
〜
7
7
0

☎
3
6
8
・
3
1
1
1（
係
直
通
）

参
考　

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度（
約
5

リ
ッ
ト
ル
）で
口
径
20
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
水
道
管
約
15
メ
ー
ト
ル
に
相

当
。
ト
イ
レ
の
流
し
水
は
1
回
約

8
〜
10
リ
ッ
ト
ル
。

　
本
市
で
は
、
プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ん

と
職
員
が
、
平
成
20
年
7
月
か
ら
多
賀
城
ら
し
さ
や
自
分
た
ち
の
思
い
を
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
す
る
た
め
に
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

〔
注
意
事
項
〕

・側
溝
掃
除
な
ど
を
す
る
と
き
は
、長
袖・

長
ズ
ボ
ン
・
手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
帽
子
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
長
靴
な
ど
を

屋
外
に
長
時
間
放
置
し
た
場
合
は
、
ク

モ
が
い
な
い
か
十
分
に
点
検
し
て
か
ら

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
植
木
の
手
入
れ
な
ど
を
す
る
際
は
、

植
木
鉢
に
隠
れ
て
い
る
ク
モ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係　
内
線
2
3
4

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

　
9
月
8
日
㈭
午
前
9
時
頃
、
栄
二
丁

目
3
番
の
市
道
側
溝
で
有
毒
ク
モ
の
セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ（
外
来
種
）が
一
匹
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
発
見

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
で
は
9
日
に

ク
モ
の
駆
除
の
た
め
に
、
発
見
場
所
付

近
一
帯
に
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
モ
は
強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
も
し
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発

見
し
た
場
合
は
、
絶
対
に
触
れ
ず
に
生

活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
か
ま
れ
た
場
合
は
直
ち
に
か
ま
れ
た

箇
所
を
温
水
で
洗
い
流
し
、
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
生
息
場
所
〕

・
側
溝
内
部
・
駐
車
場
・
花
壇
ブ
ロ
ッ
ク
・

墓
地
の
墓
石
な
ど
の
石
の
隙
間
・
エ
ア
コ

ン
室
外
機
や
自
動
販
売
機
の
壁
の
隙
間

▲背中が赤く体長1センチメートル程度

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
助
成
希
望

団
体
を
募
集

義援金

寄付金

物資提供・人的支援

全国の皆さんからのご支援に感謝します 平
成
23
年
4
月
多
賀
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

『
史
都　
多
賀
城　
や
さ
し
さ
共
生
プ
ラ
ン
』

～
認
め
合
い　
育
み
合
い　

�

共
に
歩
む
社
会
実
現
の
た
め
に
～
①

平
成
22
年
国
勢
調
査
の
人
口

等
の
確
定
値
の
お
知
ら
せ

国勢調査人口
多賀
城市

平成
22年

平成
17年 増減数 増減率

（％）
人　口
（人） 63,060 62,717 343 0.55

世帯数
（世帯）24,047 22,881 1,166 5.10

プランの3つの柱　基本目標

Ⅰ�人づくり
性別に関する固定
観念や差別がある
ことに気づき、個
性を尊重する心を
育みます

Ⅲ　環境づくり
仕事や家事、育児
などを、一人一人
がそれぞれの得意
分野に応じてバラ
ンスよく担えるよ
うな制度整備や意
識づくりに取り組
みます

Ⅱ�まちづくり
仕事や家事、地域
活動などに、性別
や国籍、年代の違
うさまざまな人の
意見が反映される
ような仕組みと意
識づくりに取り組
みます
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　本市では、市役所前で平日定点測定を実施し、さらに市内8施設で毎週水曜日測定しており、いずれの測定
値も健康に影響を与えるレベルではありませんので、ご安心ください。
　測定の方法は、市職員が簡易型放射線測定器を使用し、地表からの高さ1ｍ、0.5ｍの高さで、1分おきに5
回（5分）測定し、平均値を測定結果としています。

＊�測定機器：環境放射線モニターRadi
　（PA-1000）　㈱堀場製作所
　測定単位はマイクロシーベルト／時間

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

■水道水の放射能測定結果
　東北大学の協力を得て現在まで放射能測定を実施したところ、全ての水道水について放射性ヨウ素
（I-131）、放射性セシウム（Cs-134、Cs-137）は指標値を大きく下回っていました。
　このことから、多賀城市の水道水は、安心してご使用いただけます。
■自己水源
・末の松山浄水場ろ過水（深井戸：月1回）
■受水水源
・仙台市茂庭浄水場浄水（釜房ダム水系：週1回）
・宮城県仙南・仙塩広域水道浄水（七ケ宿ダム水系：週1回）
〈参考〉
●放射性ヨウ素
・食品衛生法に基づく乳児の飲用に関する暫定的な指標値100ベクレル／kg
・原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限に関する指標値300ベクレル／kg
●放射性セシウム
・原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限に関する指標値200ベクレル／kg
問／工務課浄水係　内線787

■農作物の放射性物質測定結果
　本市独自で、農作物の放射性物質を測定しています。8月22日および9月12日
に多賀城市新田でタマネギ、ナスを採取し測定した結果、放射性ヨウ素（I-131）、
放射性セシウム（Cs-134、Cs-137）とも検出されませんでした。
　また、9月6日に宮城県がコメの放射性物質の予備調査を、9月16日に本調査を実
施しましたが、どちらも検出されませんでしたので、出荷自粛制限は解除されました。
問／農政課農政係　内線441

以下の内容は、消費者庁作成の「食品と放射能Ｑ＆Ａ」から一部抜粋したものです。
詳細は、次のアドレスからご覧いただけますので、お役立てください。
アドレス／http://www.caa.go.jp/jisin/pdf/110825food_qa.pdf

Ｑ�：放射線、放射能、放射性物質はどう違うの
ですか？
Ａ�：「放射線」は物質を透過する力をもった光線
に似たもの。
　�　「放射能」は放射線を出す力、その能力を
もった物質を「放射性物質」といいます。
　＊�懐中電灯に例えると、光が放射線、懐中電灯
が放射性物質、光を出す能力が放射能です。

Ｑ�：放射線は人体へどんな影響を与えるのです
か？
Ａ：人体は多くの細胞からできています。
　◦�一度に大量の放射線を受けると…細胞が死
んだり細胞分裂が遅れるため、造血器官、
生殖腺、腸管、皮膚など細胞分裂が盛んな
組織は、数週間以内に障害がおきることに
なります。

　◦�少量でも長期的に一定量の放射線を受ける
と…造血器官などの細胞の中のＤＮＡなど
の遺伝物質が損傷し、修復能力が追いつか
ず、がんや白血病になることもあります。

　　�これらの病気が発症するかどうかや発症時
期は人によって差があります。

　�こうした放射線の影響は、大人よりも細胞分
裂が活発な乳幼児・子ども・妊産婦（胎児）の
方が受けやすくなります。

Ｑ�：昆布、ワカメ、ビール、水素水を飲んだり
食べたりすると、被爆予防効果があるという
のは本当ですか？
Ａ�：昆布やワカメなどにはヨウ素が含まれてい
ますが、含まれるヨウ素の量が一定でなく、
微量な場合もあり、確実な予防効果は期待で
きません。ビールと水素水については、予防
の科学的根拠は明らかとなっていません。

Ｑ�：放射性物質がつきやすいのはどんな種類の
野菜ですか？

Ａ�：放射性ヨウ素などの放射性物質を含む大気
中の細かいチリが雨水などと一緒に空中から
落下し葉の表面に付くと考えられるので、葉
の表面が上を向いて広がっているホウレンソ
ウなどは、他の野菜に比べて高い濃度の放射
性物質が検出される例が多くなっています。

　�　ダイコンのような根菜類は、食べる部分が
主に地面の下にあるため、放射性物質を含む
チリは直接付きにくいと考えられます。

Ｑ�：野菜をゆでたり洗ったりすると放射線の値
が減りますか？

Ａ�：熱によって放射能が低減することはありま
せんが、「野菜を洗う・煮る（煮汁は捨てる）・
皮や外葉をむくなど」によって、汚染の低減
が期待できます。（独立行政法人放射線医学
総合研究所）

　＊�放射性物質が食品衛生法に基づく暫定基準
値を超える食品は出荷制限などにより流通
させないことになっていますので、市場で
販売されている野菜に関し、特別な対策を
行う必要は基本的にありません。

Ｑ�：水道水を飲んだり調理に使ったりするのが
不安です。
Ａ�：各水道事業者（地方自治体）による水道水の
点検により、水道水の放射性物質に関する指
標を超過していない地域では、水道水を飲ん
でも調理に使っても大丈夫です。
　�　なお、浄水器は機種の機能により放射性物
質の除去の効果が異なりますので、一概に効
果があるとはいえません。

問／消費者庁総務課　☎03・3507・8800（代表）

市内の放射線量の測定
� これまでの測定結果は市ホームページで公開しています。放射性物質と食品に関する

■多賀城市役所前　空間放射線量測定調査

測定年月日 測定時間
地表からの高さ

1.0ｍ 0.5ｍ

9月12日㈪ 午前9時8分 0.06 0.06

9月13日㈫ 午前9時45分 0.07 0.08

9月14日㈬ 午前9時12分 0.07 0.07

9月15日㈭ 午前9時8分 0.06 0.07

9月16日㈮ 午前8時52分 0.06 0.07

■多賀城市測定　空間放射線量測定調査
� 地表からの高さ　上段：0.5m　下段：1.0m

測定日
学校等施設名

8月
17日

8月
24日

8月
31日

9月
7日

9月
14日

多賀城八幡
小学校

0.10 0.07 0.13 0.12 0.12
0.10 0.08 0.13 0.12 0.11

あかね保育所 0.12 0.12 0.11 0.12 0.11
0.11 0.10 0.11 0.11 0.10

第二中学校 0.12 0.10 0.09 0.08 0.11
0.12 0.09 0.09 0.09 0.11

城南小学校 0.10 0.09 0.10 0.12 0.11
0.10 0.09 0.10 0.12 0.12

浮島保育所 0.09 0.09 0.08 0.10 0.11
0.09 0.09 0.08 0.09 0.10

下馬みどり
保育園

0.09 0.09 0.09 0.09 0.08
0.09 0.08 0.09 0.09 0.08

大代保育園 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04
0.05 0.04 0.04 0.05 0.05

太陽の家 0.14 0.14 0.15 0.12 0.14
0.13 0.13 0.13 0.11 0.12

Ｑ＆Ａ
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「スポーツと栄養」
　スポーツをすると血液の流れがよくなり、とり入れた酸素や栄養が全身によく行き渡ります。筋肉
の働きも活発になりますが、長時間続ければそれだけ多くのエネルギーを消費し、筋肉や骨を丈夫に
するために栄養を補給しなければなりません。
　では、どんな食事をとったらよいのか考えてみましょう。

《基本は1日3食バランスよく！》
①エネルギーのもとになる「ご飯」や「パン」の主食を十分にとりましょう。
　�主食をしっかり食べないで運動をすると、体に蓄えているエネルギーを消耗
してしまい力もでません。
②エネルギーをつくるための助けとなる「ビタミン」をとりましょう。
　�緑黄色野菜・淡色野菜・果物にはビタミンＡ・Ｃが豊富です。毎日かかさず
食卓にだしましょう。
③筋肉や骨を作っている「たんぱく質」や「カルシウム」をとりましょう。
　�肉・魚・卵・大豆製品・牛乳などをしっかりとりましょう。きちんと食べて
いれば、身体の活動が活発になり、積極性や集中力が出てきて、「頑張ろう」
という「やる気」も出ます。
④汗をかいたら水分を補給しましょう。
　�水分の補給は「水」「麦茶」「牛乳」などがいいです。糖質が入っているスポーツ
ドリンクは2～3倍に薄めて飲むと良いでしょう。

　問／学校給食センター　☎362-7874

～
健
診
結
果
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
～

　
「
今
年
も
健
診
を
受
け
た
」と
受
け
た
だ
け

で
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
健
診
は
受
け
て

か
ら
が
肝
心
で
す
。
健
診
結
果
に
異
常
が

あ
っ
た
り
、
異
常
が
な
く
て
も
数
値
が
年
々

高
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
治
療
が

必
要
な
方
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

本
市
で
は
成
人
健
康
相
談
、
特
定
保
健
指

導
な
ど
で
健
診
結
果
の
見
方
や
生
活
改
善
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
、
あ
な
た
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

①
成
人
健
康
相
談

　

保
健
師
や
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄

養
相
談
で
す
。
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
期
は
実
施
回
数
を
増
や
し
、
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
特
に
必
要
な
方
に
は
通
知

し
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
申
し
込
み
は
可
能

で
す
。

②
特
定
保
健
指
導（
楽
や
せ
倶
楽
部
）

　

保
健
師
や
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
の
専
門
家
が
、
あ
な
た
に
あ
っ
た
方
法
を

一
緒
に
考
え
提
案
し
、
継
続
し
た
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
無
料
で
メ
タ
ボ
を
解
消
す
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
本
市
の
特
定
健
診
の
結

果
で
対
象
と
な
っ
た
方
に
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て「
脱
メ
タ
ボ
」を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

申
込
・
問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
2
～
1
3
4

●
認
知
症
は
ご
く
身
近
な
病
気

　
85
歳
以
上
で
は
4
人
に
1
人
が
認
知

症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
約
半
数
に

あ
た
る
1
7
0
万
人
の
方
が
認
知
症

を
抱
え
て
い
ま
す
。そ
の
半
数
の
方
は
、

施
設
で
は
な
く
、
在
宅
で
生
活
を
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
ま
だ
十
分
に
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
根
本
的
な
治
療
法
も
確
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
周
囲
の
理
解
や

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
在

宅
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
病
気

で
す
。

　
今
回
の
震
災
で
多
く
の
方
が
被
災
さ

れ
、
住
み
慣
れ
た
環
境
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
で
生
活
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
適
応
困
難
な

状
況
が
、
認
知
症
状
の
特
徴
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

本
市
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
、
認
知
症
を
理
解

し
、
そ
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
認
知
症
の
方

と
家
族
へ
の
応
援
者

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
を
特

別
に
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
に

な
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

内
容
／
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
目
的

と
し
、「
認
知
症
の
基
礎
知
識
」「
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
」な
ど
。

　
ま
た
、
身
近
な
窓
口
と
し
て
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

　
受
講
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
お
渡
し
し
ま

す
。

日
時
／
11
月
5
日
㈯
午
後
2
時
～
4
時

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
3
階
大
会
議
室

対
象
・
定
員
／
市
民
・
80
人（
先
着
順

10
月
31
日
ま
で
に
電
話
で
）

参
加
料
／
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
・
問
／
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
係�

内
線
6
6
5

　
日
ご
ろ
の
生
活
で
、
身
体
の
動
き
や

体
力
の
低
下
な
ど
、
震
災
に
よ
り
生
活

環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
何
か

心
配
な
点
が
あ
る
方
、
い
つ
ま
で
も
元

気
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
と
は
…

　
身
体
の
運
動
機
能
を
維
持
・
改
善
す

る
た
め
に
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

や
、
多
賀
モ
リ
体
操
・
筋
力
ア
ッ
プ
体

操
・
体
力
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
の
指
導
者
に
よ
る
、
元

気
で
い
る
た
め
の
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
を

12
月
～
3
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

●
教
室
の
詳
し
い
ご
紹
介
・
ご
相
談
に

伺
い
ま
す

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

が
、
対
象
と
な
る
方
の
ご
自
宅
に
連
絡

後
、
教
室
の
詳
し
い
ご
紹
介
に
伺
い
ま

す
。
日
ご
ろ
生
活
で
何
か
心
配
な
点
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方
は

　
次
の
①
～
③
ま
で
す
べ
て
当
て
は
ま

る
方

①
65
歳
以
上
で
、今
年
度
の
特
定
健
診・

健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
た
方

②
健
診
の
問
診
時
に
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト

（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）を
も
と
に
、

飲
み
込
み
検
査
な
ど
の
簡
単
な
テ
ス
ト

（
生
活
機
能
検
査
）を
し
た
方

③�

②
の
結
果
で
生
活
上
少
し
心
配
が

あ
り
、
改
善
が
必
要
と
医
師
が
判
断
し

た
方

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
2
～
1
3
4

期
間
／
10
月
1
日
～
12
月
15
日（
指
定

医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

対
象
／
65
歳
以
上
の
方（
11
月
30
日
現

在
）

　
事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
方
は
、
配

布
さ
れ
た
個
人
票
と
予
診
票
を
持
参
し

て
、
指
定
医
療
機
関（
一
覧
表
は
個
人

票
と
合
わ
せ
て
配
布
）で
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た
方

・
寝
た
き
り
な
ど
で
指
定
の
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
重
い
障
害
の
あ

る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
機
能
に
重
い
障

害
の
あ
る
方

自
己
負
担
／
2
、
0
0
0
円（
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
、
接
種
料
金
が
無
料
で

す
。
詳
し
く
は
配
布
さ
れ
た
個
人
票
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

健診から始める健康づくり

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

�

地
域
で
支
え
ま
し
ょ
う

元
気
な
シ
ニ
ア
で
い
る
た
め
に
！

　
　
～
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
が
始
ま
り
ま
す
～

高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

�

予
防
接
種

日　　程 受付時間 会　場
10月25日 （火）

9：30～
� 11：00

市役所

28日 （金）
11月1日 （火）

7日 （月） 13：30～
� 15：00

16日 （水）

9：30～
� 11：00

12月2日 （金）
7日 （水）
13日 （火）

※30分ごと予約制（電話で随時受け付け）

サポーターの証し
「オレンジリング」
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ま
ち
か
ど
ニ
ュ
ー
ス

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
ご希望の方はご連絡ください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254・255

� 大
お お

館
だ て

　ひなちゃん（1歳1カ月）
「元気いっぱい　笑顔いっぱいにな～れ！」パパ・ママより

　自慢のお子さん、お孫さん（未就学児）の写真
を募集しています。詳しくは地域コミュニティ
課広報広聴係へお問い合わせください。

つくって、うごいて、好きになる
　8月23日、24日の2日間、山王小学校と城
南小学校の5、6年生を対象にソニー株式会社
主催による「音と映像」の科学体験ワークショッ
プが開催されました。ワークショップでは、最
新科学技術の機械を通じて立体映像などの仕組
みを体験。また、工作では、紙コップでスピー
カーを作り、磁石とコイルで電気を振動に変え
る仕組みを学びました。スピーカーから音が聞
こえると大喜び。子どもたちは、今回の体験を
通じて科学を学ぶ「楽しさ」を改めて感じていた
ようです。

まんまるお団子作ったよ！
　9月15日、母子健康センターで親子クッ
キングが行われ、2歳から3歳児の親子11
組が参加し、お月見団子、いも煮、おにぎり
を作りました。小さい手をすりあわせるよう
にしてコロコロと一生懸命お団子を丸めるお
子さんと、それを見守るお母さん。初めて参
加したお母さんは、「主人にすすめられて参
加しました。家でも、お菓子作りを一緒にし
ています」と親子でとても楽しそうでした。

　9月8日、奈良市の商店街や奈良女子大学の皆
さんと奈良のマスコットキャラクター「まんとく
ん」が訪れ、奈良市内の商店街で書かれた応援メッ
セージを本市へ届けてくれました。

多賀城市駅伝競走大会
　9月1日、宮城県総合運動公園を会場に第16回多賀城市駅
伝競走大会が行われました。
　結果は次のとおりです（学校名省略）。

男子 1位  多賀城中Ａ 女子 1位  多賀城中Ａ
2位  第二中Ａ 2位  高崎中Ａ
3位  多賀城中Ｂ 3位  第二中Ａ

一人一人の思いを球根に込めて
　9月10日、多賀城ロータリークラブの40周年記念事業として、
浮島の県道沿い（多賀城史跡内）にスイセンの球根10,000個を
80人ほどのメンバーらが2時間かけて植えました。震災後、が
れきの中にいち早く咲いたスイセンを復興のシンボルとして植
えたもので、19日には多賀城公園にも植えられました。球根は、
園芸家の柳生真吾さんが立ち上げた「スイセンプロジェクト」で

「あなたの庭のスイセンを被災地で咲かせよう」との呼びかけで
全国から集められたものです。来春には、たくさんのスイセン
の花が各地を黄色に染めてくれることでしょう。

▲大代西地区 ▲大代中地区

▲八幡上一地区 ▲八幡上一地区

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

平成23年度
敬老会開催
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情
報
・
交
差
点

友好都市の「旬」の話題をお届けします

お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
囲碁大会 月例囲碁大会／

10月9日㈰午前9時50分から
級位者囲碁大会／
10月15日㈯午前9時50分か
ら
多賀城囲碁センター

入賞者・賞金有り 参加料1,500円

日本棋院多賀城支部
☎368・7925
http://gon-jp.ath.cx/tigo/

多賀城「支え合いの会」 10月18日㈫午前10時～正午
／あつまりどころ「虹」（伝上山）

がんにならない暮らし方 参加費500円

☎向坂367・4071

東日本復興支援無料ヨガ教
室

10月28日㈮午前10時～11時
／山王地区公民館

初心者向けヨガ 参加費無料

☎阿部090・8786・9059
メールbundar@live.jp

水ロケットを作り飛ばそ
う！

10月23日㈰午後1時～3時（小
雨決行）／
多賀城小学校グラウンド

完成品は持ち帰り。各自タオル持参。
ジュース、エコうちわ有り／
小学3年生～6年生親子、先着30
組

参加費無料

NPO法人マナビサポ20
鈴木☎362・3799

絵手紙、はがき絵、すずら
んの会

金曜日コース　10月7日㈮、
21日㈮
土曜日コース　10月8日㈯、
22日㈯いずれも午前10時～正
午／山王地区公民館

10月の絵手紙体験会（道具貸し出
し）※要申込／
40代～70代、男女問わず

2回セット1000円（材料費代）

浅野☎363・4887（午前9時～
正午、午後6時～8時）

多賀城市Ｐ連まつり 11月13日㈰午前9時30分～
午後3時／
多賀城中学校体育館

ステージでの催し、出店／
未就学児、小学生、中学生及び保護
者

入場無料

相澤☎365・7411
（多賀城中学校）

坂総合病院友の会第33回
健康まつり

10月16日㈰午前9時45分～
午後2時／
坂総合病院・クリニック1号館
（塩竈市錦町16-5）

ステージ、講演・健康チェック、展
示、模擬店、フリーマーケット、ち
びっこ広場

参加費無料
（抽選券付参加券あり）

坂総合病院友の会
☎367・9027

①万葉復興祭
②万葉の灯・鎮魂祭
③アラハバキの灯・希望祭

10月9日㈰※雨天決行
①午前11時～午後6時
②午後6時～6時30分
③午後6時30分～8時／
多賀城政庁跡

①�オープニングセレモニー、万葉行
列、演奏・演舞
②�鎮魂祭セレモニー、黙祷
③�コンサート（柴田三兄妹、仙台ベ
ンチャーズ）、花火打ち上げ

入場無料

㈳塩釜青年会議所
☎366・5893

多
賀
城
Ｆ
Ｃ

（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

活
動
／
●
小
学
生
＝
週
1
回
平
日
の
放
課
後（
中

央
公
園
、多
賀
城
小
学
校
校
庭
）、土
曜・日
曜
日
、

祝
日（
中
央
公
園
）

●
中
学
生
＝
週
2
回
夜
間
練
習（
山
王
小
学
校
校

庭
）、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日（
中
央
公
園
）

問
／
齋
藤
☎
3
0
9
・
4
5
8
1

Ｅ
メ
ー
ル
／snc17571@

nifty.com

　
震
災
後
、
わ
ず
か
1
カ
月
あ
ま
り
で
サ
ッ
カ
ー

を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
多
賀
城
Ｆ
Ｃ
。
ス
タ
ー
ト

時
は
多
賀
城
Ｆ
Ｃ
ク
ラ
ブ
員
以
外
の
子
ど
も
た
ち

も
一
緒
に
な
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
子
ど
も
た
ち
を
笑

顔
に
、
そ
し
て
そ
の
笑
顔
で
大
人
た
ち
を
元
気
に

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
多
賀
城
Ｆ
Ｃ
は
昭
和
51
年
山
王
小
学
校
を
活
動

拠
点
に
創
設
。
そ
の
後
、
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
な
ど
全
国
大
会
に
4
回
出
場
。
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
以
外
の
活
動
と
し
て
、
市
内
清
掃
の
ほ
か
、

震
災
で
は
避
難
所
へ
の
物
資
運
搬
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
女
子
も
含

め
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
生
ま
で
お
よ
そ
1
0
0
人

が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
し
た
日
は
間
近
に
迫
っ
た
新
人
戦
に
向
け

て
小
学
生
が
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
形
式
で
練
習
。
強
風
に

も
関
わ
ら
ず
大
き
な
声
を
出
し
合
い
な
が
ら
練
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
小
学
5
年
生
の
キ
ャ
プ
テ

ン
山
口
修
平
君
は「
新
人
戦
で
は
優
勝
を
目
指

す
！
最
低
で
も
ベ
ス
ト
4
で
す
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
練
習
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

家
が
被
災
し
た
り
、
津
波
の
悪
夢
で
う
な
さ
れ
た

子
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
大

好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
チ
ー
ム
の
絆
も
よ
り

一
層
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
多
賀
城
Ｆ
Ｃ
で
は
随
時
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
の
皆
さ
ん
、
女
子
・

未
経
験
者
も
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し

ま
せ
ん
か
？

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

・
千
葉　
寿（
伝
上
山
二
丁
目
）

天童秋まつり
10月8日㈯
　　～11月13日㈰
　天童の燃え盛る紅葉
と、菊花をお楽しみくだ
さい。
①菊花展／10月24日㈪
　　　　　～11月6日㈰
　わくわくランド
②�コンサート：いにしえの夕べ／
　11月5日㈯西沼田公園
③雅楽：もみじの調べ／11月6日㈰格知学舎

将棋フェスティバル
日時／10月15日㈯～16日㈰午前10時～午後5時
場所／市総合福祉センター
●第17回大山康晴十五世名人杯争奪戦（有段者向け）
●渡辺明竜王杯争奪戦（小中学生から初心者）
●�第41回市民将棋大会
　�（小学生～60歳　初心者から�
有段者まで・どうぶつ将棋）

　プロ棋士との対局や詰め将棋、こま飛ばしなども
あります。

問／天童市商工観光課� ☎023-654-1111内線222

訂
正
の
お
知
ら
せ

　
広
報
多
賀
城
8
月
号
の
記
事
に
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次

の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

Ｐ
3「
特
集　

多
賀
城
市
建
設
災
害
防

止
協
議
会
」4
月
29
日　

末
の
松
山
清

掃
の
写
真
。

正
し
く
は「
4
月
29
日　
沖
の
井
の
清

掃
」の
写
真
で
し
た
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴

係　
内
線
2
5
4
、
2
5
5

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX�368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

会
員
募
集

タイトル 活動／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
多賀城フラダンス・パパリ
ナ

毎月第1、2、3木曜日午後7
時～8時30分／新田中集会所

初心者、経験者大歓迎 月4,000円

菅原☎368・0845

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜午前10時30分から
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操／
生後6カ月から入園前までの親子

月1,200円

赤間☎309・0395

者多賀
ら

た

か

も の

わがまちの

　明治 44 年 8 月 25 日がお誕生日で、めでたく

100 歳になった水越ふみをさん（笠神）。現在、介

護老人保健施設に入所していますが、花が大好きで

自宅ではよく庭に出て手入れをしていたそうです。

　また、意志が強く、洗濯、掃除、料理などの家事

は一切、手を抜くことがなかったというふみをさん。

　施設で行われた 100 歳のお祝い会では、家族や

施設の皆さんに囲まれて満面の笑みを浮かべていま

した。ますますのご長寿をお祈りします。

❖天童秋まつり・
将棋フェスティバル

友好都市だより　山形県天童市
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非
常
勤
職
員（
保
健
師
）

業
務
内
容
／
応
急
仮
設
住
宅
居
住
者
の

巡
回
訪
問
お
よ
び
健
康
相
談
業
務

募
集
人
員
・
要
件
／
1
人
・
保
健
師
免

許
、
普
通
自
動
車
免
許

勤
務
時
期
／
11
月
1
日
～
平
成
24
年
3

月
31
日

勤
務
時
間
・
給
与
／
週
5
日（
月
曜
～

金
曜
日
）1
日
6
時
間
、
月
給
1
7
2
、

2
0
0
円

申
込
・
問
／
10
月
21
日
㈮
ま
で
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

貼
付
の
上
、
資
格
を
証
す
る
書
類（
原

本
）を
添
え
て
社
会
福
祉
課
へ
直
接（
郵

送
不
可
）

内
線
1
6
2
、
1
6
3

「
太
陽
の
家
」園
児
募
集

　
平
成
24
年
4
月
か
ら
通
園
で
き
る
児

童
を
募
集
し
ま
す
。
太
陽
の
家
で
は
、

一
人
一
人
の
児
童
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
療
育
・
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
障
害
を
お
持
ち
の
児
童
に

は
、
専
門
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、申
請
後
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
平
成
18
年
4
月
2
日
～
平
成
21

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
児
童

利
用
料
／
月
額
5
、
0
0
0
円
。（
障

害
が
あ
る
児
童
は
無
料
）障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
給
食
代
の
負
担
あ
り
。

申
込
・
問
／
10
月
6
日
㈭
～
13
日
㈭
ま

で
印
鑑
を
持
参
し
て
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
へ　
内
線
1
6
8

交
通
安
全
指
導
隊
女
性
指

導
員
募
集

活
動
内
容
／
幼
児
、
児
童
、
高
齢
者
な

ど
対
象
の
交
通
教
室
開
催
。
市
内
巡
回

に
よ
る
広
報
活
動
。
お
お
む
ね
週
2
～

3
日
勤
務
。

募
集
要
件
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

20
歳
以
上
満
45
歳
未
満
の
方
で
、
心
身

と
も
に
健
康
で
明
る
い
方
。

報
酬
／
出
動
ご
と
の
出
動
報
酬（
一
回   

3
、0
0
0
円
）と
、定
額
の
年
額
報
酬
。

被
服
貸
与
あ
り
。
通
勤
手
当
、
社
会
保

険
な
し
。

就
学
時
健
康
診
断

　
平
成
24
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
、
平
成
17
年
4
月
2
日
～
平
成
18
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
9
月
中

旬
こ
ろ
に
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
3
、
5
2
4

国
民
健
康
保
険
脳
検
診
助
成

　
脳
検
診
の
助
成
を
希
望
し
、
受
診
券

を
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

方
は
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、
再
交

付
し
ま
す
。

受
診
期
限
／
平
成
24
年
1
月
31
日

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

子
ど
も
手
当
の
支
払
い

　
平
成
23
年
6
月
～
9
月
分
の
子
ど
も

手
当
を
10
月
7
日
㈮
に
指
定
さ
れ
た
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
振
込
時
間
帯
の

指
定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入
金
の
確

認
は
、
10
月
11
日
㈫
以
降
に
お
願
い
し

ま
す
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親（
母
子
・
父
子
）家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
手
当
を
受
け
る
た
め
の
資
格
要
件
な

ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

■
離
職
し
た
と
き
は
国
民
年
金
の
手
続

き
を
お
忘
れ
な
く

　
20
歳
～
60
歳
ま
で
の
間
は
公
的
年
金

へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
離
職
し
た
と
き
は
、
第
2
号
被
保

険
者（
厚
生
年
金
な
ど
）か
ら
第
1
号
被

保
険
者（
国
民
年
金
）へ
の
変
更
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
を
扶
養
し
て
い
た
場

合
は
、
第
3
号
被
保
険
者（
第
2
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

か
ら
第
1
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
で
、
月

額
1
5
、
0
2
0
円（
平
成
23
年
度
）

で
す
。

○�

月
々
の
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と

き
は

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
、

申
請
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
場
合
に
免
除

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免

除
申
請
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申
請
す

る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
け
る
退
職

（
失
業
）が
対
象
で
、
離
職
し
た
方
の
前

年
所
得
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
／
市
役
所
国
保
年
金
課
へ

必
要
書
類
／
①
年
金
手
帳
②
印
鑑
③
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離
職
票

○
免
除
と
未
納
の
違
い

　
保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

と
比
較
し
て
平
成
21
年
3
月
以
前
の
免

除
期
間
は
3
分
の
1
、
平
成
21
年
4
月

以
後
の
免
除
期
間
は
2
分
の
1
計
算
で

将
来
の
老
齢
年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
老

齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
も
含
ま

れ
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
の
障
害
年
金
や
一
家
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
万
一

の
年
金
請
求
の
際
、
免
除
期
間
に
つ
い

て
は
支
給
対
象
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

　
10
年
の
間
で
あ
れ
ば
、
再
就
職
後
な

ど
資
力
が
回
復
し
た
と
き
に
納
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す（
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目

以
降
に
納
付
す
る
と
き
は
経
過
期
間
に

応
じ
て
、
当
時
の
金
額
に
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
）。

　
保
険
料
を
未
納
に
し
て
お
く
と
、
ま

さ
か
の
事
故
や
病
気
の
と
き
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
保
証
が
受
け
ら
れ
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
納
だ
っ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
老
齢
年
金
を
も
ら
う
た
め
の
最
低

必
要
な
納
付
期
間（
受
給
資
格
期
間
）に

す
る
場
合
は
、
顔
写
真

＊
住
基
カ
ー
ド
を
不
正
取
得
す
る
事
件

が
全
国
で
多
数
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
付
申
請
時
の
本
人
確
認
が
厳
し

く
な
り
ま
し
た
。

問
／
市
民
課　
内
線
1
4
1
～
1
4
5

も
含
ま
れ
ず
、
年
金
額
の
計
算
に
も
全

く
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め

る
事
が
困
難
な
と
き
は
、
未
納
に
す
る

の
で
は
な
く
、
免
除
申
請
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
国
民
年
金
の
30
歳
未
満
を
対
象
と
し

た
猶
予
制
度

　
就
職
が
困
難
な
ど
の
理
由
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険

料
の
後
払
い
が
で
き
る「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
若
年
者
納
付
猶
予
に
該
当
し
た
期
間

は
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
25
年
の
期
間
の
ほ
か
、
不
慮
の
事

態
が
生
じ
た
場
合
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
、10
年
の
間
で
あ
れ
ば
追
納（
後

払
い
）が
で
き
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

年
金
を
減
額
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
／
市
役
所
国
保
年
金
課
へ

必
要
書
類
／
①
年
金
手
帳
②
印
鑑

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業

務
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

身
分
／
市
の
非
常
勤
特
別
職

募
集
人
員
／
1
～
2
人

資
格
／
普
通
自
動
車
免
許

申
込
・
問
／
10
月
3
日
㈪
～
21
日
㈮
ま

で
履
歴
書
を
添
え
て
交
通
防
災
課
交
通

防
犯
係
へ
直
接

内
線
2
7
2
、
2
7
3

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
完
成
し
た
新
築
・
増
築
家
屋
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
屋
が
完
成
し
た
ら
、
市
役
所
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
連
絡
を
い
た
だ
く
前
に
市
役

所
か
ら
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家
屋
滅
失
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

大
腸
が
ん
検
診

　
す
で
に
受
診
申
し
込
み
を
し
た
方
に

は
、
10
月
上
旬
ま
で
に
案
内
と
検
体
容

器
を
配
布
し
ま
す
。

　
転
入
な
ど
で
ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な

い
方
や
新
た
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
12
日
～
28
日（
土
曜
・
日

曜
日
は
除
く
）

会
場
／
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
／
平
成
24
年
3
月
31
日
現
在
で
40

歳
以
上
の
方

検
診
内
容
／
ス
テ
ィ
ッ
ク
採
便
に
よ
る

便
潜
血
反
応
検
査

費
用
／
5
0
0
円

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
っ
て
ど
ん
な

カ
ー
ド

　
住
基
カ
ー
ド
に
は
、
写
真
付
き
カ
ー

ド
と
、
写
真
な
し
カ
ー
ド
の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
に
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
な
ど
を
搭

載
す
る
こ
と
が
で
き
る
高
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
I
C
カ
ー
ド
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
各
種
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
付
き
カ
ー
ド
は
、
身
分

証
明
証
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。（
金

融
機
関
で
の
口
座
開
設
時
な
ど
の
本
人

確
認
な
ど
）

　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
、
申

請
で
き
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
発
行
の

日
か
ら
10
年
間
で
す
が
、
転
出
さ
れ
る

と
無
効
に
な
り
ま
す
。

●
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

必
要
書
類
／
①
印
鑑
②
公
的
機
関
が
発

行
し
た
写
真
付
き
身
分
証
明
書
な
ど

（
別
表
）③
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

くらしのくらしの
情報情報

募
集

く
ら
し

税
の
お
知
ら
せ

期　日 学校名・会場

10月4日㈫ 山 王 小 学 校

10月7日㈮ 天 真 小 学 校

10月12日㈬ 多賀城東小学校

11月8日㈫ 城 南 小 学 校

11月16日㈬ 多賀城八幡小学校

11月25日㈮ 多 賀 城 小 学 校
※受付時間　12：20～12：40

本人確認書類

顔写真付
きの身分
証明書

ICカード運転免許証
窓口では、読み取り専用パソコンに運転免許証暗証番号を入力し
ていただきます。
暗証番号を忘れてしまった場合は、健康保険証などで本人確認し
ます。

非ICカード運転免許証
健康保険証などもう1点で本人確認します。パスポート

身体障害者手帳等

顔写真付きの身分証明書などが無
い場合

本人の意思確認のためご自宅に照会書を郵送します。
回答書の提出時に健康保険証などもう1点で本人確認をします。

届け出が必要な時 異動の内容 持参するもの 届出先

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入
者を除く）

第1号被保険者となります。 印鑑

市役所
国保年金課
の窓口

離職したとき
（厚生年金や共済年金加入
者の場合）

第2号被保険者から第1号被
保険者となります（第3号被保
険者に該当する場合を除く）。

・印鑑
・年金手帳
・�資格喪失日
がわかる書
類

配偶者に扶養されていた
が、配偶者が厚生年金、
共済年金を辞めたとき

第3号被保険者から第1号被
保険者となります。
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10
月
の
納
付

　
納
期
限
は
10
月
31
日
㈪
で
す
。

▼
市
県
民
税
第
2
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
4
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
4
期

▼
介
護
保
険
料
第
2
期

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

■
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

�

10
月
31
日
ま
で

　

自
動
車
の
点
検
・
整
備
を
怠
る
と
、

安
全
な
運
転
に
支
障
を
与
え
る
な
ど
、

重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
環
境
面
で
も
、
排
気
ガ
ス

に
よ
る
環
境
汚
染
や
地
球
温
暖
化
の
問

題
へ
の
対
応
が
重
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
自
動
車
の
点
検
・
整

備
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
や
環
境
保

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
自
動
車
の
点
検
・
整
備
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
／
宮
城
運
輸
支
局
・
検
査
整
備
保
安

部
門

☎
2
3
5
・
2
5
1
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w

w
.tenken-seibi.com

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
は
、
行
政
機
関（
国
、
県
、

市
町
村
）や
特
殊
法
人（
郵
便
局
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
）な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、困
っ

て
い
る
こ
と
や
要
望
し
た
い
こ
と
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
お
手
伝
い

を
す
る
制
度
で
す
。行
政
相
談
委
員
は
、

日
ご
ろ
自
宅
な
ど
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
期
間
中
は
、
特
設
相
談

日
を
設
け
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
10
月
20
日
㈭
、
21
日
㈮
午
前
10

時
～
午
後
3
時

場
所
／
市
民
相
談
室

行
政
相
談
委
員
／
高
橋
勉
・
鎌
内
節
子

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
2
3
7
、
2
3
8

不
動
産
無
料
相
談
会

日
時
／
10
月
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

会
場
／
市
役
所
6
階

内
容
／
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産

の
価
格
水
準
、
売
買
・
交
換
、
鑑
定
評

価
、
地
代
・
家
賃
・
権
利
関
係
な
ど
の

相
談

申
込
／
不
要

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2

■
個
別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
制
度

　
宮
城
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

個
人
と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
の
解
決

を
支
援
す
る
、
個
別
労
使
紛
争
の
あ
っ

せ
ん
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
／
解
雇
、
雇
止
め
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て
、
宮
城
県

労
働
委
員
が
、
当
事
者
間
の
話
し
合
い

を
取
り
持
つ
な
ど
、
紛
争
解
決
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

費
用
／
無
料

問
／
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査

調
整
課

☎
2
1
1
・
3
7
8
7

■
女
性
の
健
康
相
談

　
女
性
医
師
が
、
思
春
期
や
更
年
期
の

身
体
的
・
精
神
的
不
調
、
家
庭
や
職
場

で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
女

性
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
①
10
月
8
日
㈯
②
10
月
15
日
㈯

午
後
2
時
～
5
時

会
場
／
①
大
河
原
市
内
②
塩
竈
市
内

（
電
話
予
約
時
に
詳
し
い
場
所
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

予
約
先
／
宮
城
県
女
医
会
女
性
健
康
相

談
室

☎
0
9
0
・
5
8
4
0
・
1
9
9
3

問
／
宮
城
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
2
1
1
・
2
6
2
3

■�

仙
台
調
停
協
会
主
催�

「
無
料
調
停
相
談
会
」

　
裁
判
所
の
調
停
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
話

し
合
い
で
解
決
し
ま
す
。
困
っ
て
い
る

こ
と
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
10
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

5
時

会
場
／
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
5
階（
仙

台
市
青
葉
区
一
番
町
4
―
11
―
1
）

内
容
／
大
震
災
被
災
に
伴
う
民
事
・
家

事
問
題
全
般
、金
銭
貸
借
、交
通
事
故
、

雇
用
関
係
、建
物
賃
貸
借
、近
隣
関
係
、

離
婚
、
遺
産
分
割
な
ど
の
相
談

問
／
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

☎
2
2
2
・
6
1
1
4

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
の
開
催

　
平
成
23
年
度
第
5
回
目
の
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
12
月
11
日
㈰
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
乙
種
第
4
類
の
受
験

者
を
対
象
に
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
15
日
㈫
午
前
9
時
～
午
後

4
時
30
分

場
所
／
塩
釜
商
工
会
議
所（
塩
竈
市
港

町
一
丁
目
6
番
20
号
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
各
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
10
月
11
日
㈫
か
ら
11
月
1

日
㈫

受
講
定
員
／
50
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
場
所
／
塩
釜
地
区
管
内
の
各
消
防

署テ
キ
ス
ト
代
／
2
、
5
0
0
円（
申
込

時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

問
／
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会（
塩
釜

地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

内
）

☎
3
6
1
・
1
6
1
9

■
み
ち
の
く
・
み
や
ぎ
矯
正
展

日
時
／
11
月
5
日
㈯
午
前
9
時
～
午
後

3
時

会
場
／
宮
城
刑
務
所（
仙
台
市
若
林
区

古
城
2
―
3
―
1
）

内
容
／
矯
正
行
政
の
広
報
、
歴
史
的
資

料
の
展
示
、
性
格
検
査
の
体
験
、
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
・
即
売
、
ち
び
っ
こ

刑
務
官
写
真
撮
影
、
地
域
住
民
参
加
に

よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど（
入
場
無
料
）

※
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
犯
罪
被
害
者

八幡・末の松山沖の井駐車場
11日㈫

10：00～10：30
多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10：50～11：30
アシスト多賀城 13：40～14：10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ 震災の影響で巡回できません
桜木・県営住宅集会所前

12日㈬
10：50～11：30

天真小学校 14：30～16：00
塩釜三中内駐車場

13日㈭
10：00～10：30

丸山住宅集会所南側駐車場 10：50～11：30
多賀城八幡小学校 14日㈮ 14：30～16：00
大代地区公民館前駐車場 12日㈬ 10：00～10：30

施設の開館状況（10月1日現在）� （○開館、×休館、△一部開館）

施　　　設　　　名 開　　館　　状　　況 問い合わせ

文化センター

市民会館 ×

施設修繕工事のため休館中

☎368-0131
中央公民館 × ☎368-0133
埋蔵文化財調査
センター展示室 × ☎368-0134

山王地区公民館
本館 △ 今後、修繕工事のため休館になる場合があります。

☎368-6192
テニスコート ○

大代地区公民館 × 施設修繕工事のため休館中 ☎364-8442
多賀城史遊館 △ 一部開館 ☎368-3127

市立図書館
本館 △ 一部開館 ※�図書館業務システムの更新および蔵書

点検のため、10月17日㈪～31日㈪
は臨時休館します

☎367-1730
分室 △ 山王分室のみ開館 ☎368-6192
移動図書館 ○ ☎367-1730

市民活動サポートセンター ○ ☎368-7745
鶴ケ谷児童館 ○ ☎362-0763
西部児童センター × 平成24年3月まで改修工事のため休館 ☎368-4142
子育てサポートセンター ○ ☎389-2180
シルバーワークプラザ ○ ☎368-2350
シルバーヘルスプラザ △ 集会室は当分の間、利用できません

☎365-2851
屋内ゲートボール場 ○
総合体育館 × 避難所閉鎖後は、施設修繕工事のため休館 ☎365-1911
市民プール × 施設修繕工事のため休館中 ☎365-3232

市民テニスコート △

11月から再開（オムニコート6面、壁打ちコート）
利用時間は午前9時～午後5時
� （ナイター照明の利用はできません）
受付開始日／10月7日㈮午前9時から
� （電話予約は午前10時から）
※�近隣に仮設住宅があり、駐車場は利用できません。

☎364-1971

老人憩いの家 × 災害関係物資置き場として使用しているため、利用できま
せん。

☎368-1141
内線664～666

多賀城公園野球場 × 仮設住宅設置のため、利用できません。 ☎365-1911
中央公園サッカー場 ○ ☎365-1911

中央公園多目的広場 × 震災家屋解体仮置き場のため利用できません。 ☎368-1141
内線436

学校体育施設開放 ○
※�山王小学校と第二中学校の屋内運動場は、改修工事のた
め当分の間、利用できません。また、施設によっては今後、
修繕工事のため利用できなくなる場合があります。

☎365-1911

東北スチール㈱多賀城寮駐車場

4日㈫

10：00～10：30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10：50～11：30
城南小北側駐車場 13：30～14：00
城南小学校 14：30～16：00
高橋・発向興業駐車場

5日㈬
10：00～10：30

ヨークベニマル多賀城店 10：50～11：30
多賀城東小学校 14：30～16：00
新田公民館脇

6日㈭
10：00～10：30

新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10：50～11：30
山王小学校 14：30～16：00
※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。
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さざんか号の予定移　動
図書館

市立図書館 ☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/
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休日の診療

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など

内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など

内線237
生活環境課

11日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を

内線237
生活環境課

19日㈬11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方

内線237
生活環境課

17日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル

内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など

☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）

身体障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

25日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

3日・17日・24日・31日の各月曜日�10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などのご相談

内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

も の 忘 れ 予 防 物忘れなどが心配な方（事前電話予約）

内線132
健康課

17日㈪13時30分～15時30分
市役所1階　社会福祉相談室

家 庭・ 児 童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）☎368-1631

こども福祉課 平日9時～17時
市役所1階　こども福祉課

児 童・ 生 徒 の
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど

面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

内線544
青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-7
ナ ヤ ミ
83-

・
7
ナ ー イ
01

塩 釜 保 健 所 母子・寡婦（生活相談、福祉資金貸し付け）、
思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制☎706-1215

（仮移転先）
●ＨＩＶ抗体検査
5日㈬、19日㈬� 受付／9時～11時
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（証明書が必要な場合は手数料あり）

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性☎362-1934

多賀城交番 1日㈯・１7日㈪13時30分から

内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受付時間と同じ）

歯　科
10月2日 せいの歯科医院 多賀城市東田中2-40-32-102 365-0099

9日 山本歯科医院 宮城郡七ケ浜町境山2-13-3 361-6330
10日 はるみ歯科 塩竈市花立町13-12 362-5537
16日 永沼歯科クリニック 塩竈市梅の宮14-10 361-1251
23日 ありま歯科医院 多賀城市高橋4-2-1 389-1182
30日 アイザワデンタル 多賀城市下馬5-5-30 361-8180

11月3日 かたおか歯科クリニック 利府町神谷沢字南沢1-1 255-2028
6日 きくちデンタルクリニック 塩竈市庚塚30-82 361-3368

宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
受付時間／毎日午後7時～11時
☎＃8000�（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）＊PHS不可
☎212-9390�（プッシュ回線以外の固定電話・PHS等用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整等のため「年間カレンダー」に載せてい
る対象生年月日と異なる事もあります。

3カ月～4カ月児 5日㈬・20日㈭� 受付 12:10～12:30
23年6月1日～23年6月27日生まれ

1歳6カ月児 6日㈭・21日㈮� 受付 12:10～12:30
22年3月25日～22年4月20日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

26日㈬� 受付 9:30～9:50
21年3月4日～21年3月25日生まれ

3歳児 11日㈫・27日㈭� 受付 12:10～12:30
20年3月12日～20年4月14日生まれ

母子健康手帳の●
交付　

3日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪�受付 10:00～10:30
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級●
　
8日㈯� 受付 13:15～13:25
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着12組・予約制）

ことばの相談● 4日㈫� 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 24日㈪� 受付 9:20～10:40
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ポリオ投与● 13日㈭・14日㈮・17日㈪・18日㈫・19日㈬
� 受付 13:10～14:00
平成23年1月1日～平成23年6月30日生まれの方（1回目）。
3カ月～7歳6カ月未満でポリオ2回目をまだ接種してい
ない方。対象年齢3カ月～7歳6カ月未満児（3カ月～1歳6
カ月の接種が望ましい）　※医療機関では実施しません。

ＢＣＧ接種● 4日㈫� 受付 9:30～10:00
23年6月13日～23年7月4日生まれの方とBCG接種を
受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予診票
に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

予防接種手帳の●
交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付してい
ます。転入等でお持ちでない方は、母子健康手帳
を持参のうえ健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）

25日㈫・28日㈮� 受付 9:30～11:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養士
の健康・栄養相談、血圧・体重測定など（予約制）

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。
申し込み、問い合わせは、同館へ直接または電話で。
申し込みは、本人または家族の方に限ります。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎362・0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用

おもちゃランド
おもちゃ遊びや、体操、
絵本などのおはなし
※6日は、おはなしの
会くれよんの皆さんが
来ます

6日㈭
13日㈭
20日㈭

10:15
～
11:30 乳幼児と

保護者 不要 無料

おはなしランド
よつばのクローバーさ
んによるおはなし会

5日㈬
11:00
～
11:15

運動会ごっこをして
焼きイモ会
かけっこや親子ゲーム。
最後はみんなで焼きイ
モを食べます

12日㈬
10:15
～
11:30

2歳以上の
幼児と保護
者30組
（先着順）

9月28日㈬
午前9時か
ら直接来館

150円
（材料代）

親子こうつうあんぜ
ん教室
人形劇やパトカー、白
バイの試乗

26日㈬
10:30
～
11:30

2歳以上の
幼児と保護
者40組
（先着順）

11日㈫
午前9時から

無料
いっしょに遊ぼう1歳児
1歳児のお友だちが集
まってみんなで楽しく
遊びます

28日㈮
10:30
～
11:15

1歳児と
保護者 不要

小学生ランド4
「ホッカホカの焼き
イモ会」
焼きイモを食べたり、
楽しいゲームをします

29日㈯
9:30
～
11:30

小学生35人
（先着順）

14日㈮
午後3時か
ら直接来館

150円
（材料代）

西部児童センター事業
申し込み、問い合わせは、西部児童センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎368・4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用

みんなおいで
新聞紙をビリビリ破い
たり、丸めたりの遊び

19日㈬
10:15
～
10:45

１歳児以上の
幼児と保護者
15組（先着順）

6日㈭から 無料

※ 大規模改修工事のため、
　平成24年3月まで休館します。

子育てサポートセンター事業
会場は、すべて子育てサポートセンター。費用はすべて無料。
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
（参加対象者は市内居住者に限ります）
� ☎389・2180

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み

すくすくハッピー3
親子遊び
バルーン遊びなど
身体を使った遊び

25日
㈫

10：15
～

11：15

H22.4月～8月
生まれの幼児と
保護者15組

11日㈫
から

すくすくハッピー1
ふれあい遊び
子育てについての
情報提供
フリートーク

11月
8日㈫

10：15
～

11：30

H23.4月～7月
生まれの乳児と
保護者20組

（申込多数の場合
は新規の方優先） 24日㈪

から
すくすくハッピー2
袋　浩子氏による
わらべうた遊び
フリートーク

11月
9日㈬

H22.11月～
H23.3月生まれの
乳児と保護者20組
（申込多数の場合は
新規の方優先）

プレママ
子育てサポートセ
ンターの紹介
先輩ママ、赤ちゃ
んとのふれあい
フリートーク

11月
15日㈫

妊娠6カ月以降の方
（安定している方）

10人

11月
1日㈫から

★�多賀城市子育てサポートWEB「すくっぴ〜ねっ
と」のアドレスが変わりました。

新アドレス
http://city.tagajo.miyagi.jp/sukuppy/

市立図書館事業
問い合わせは市立図書館へ直接または電話で。
� ☎367・1730

団体名 日　時 会　場

よつばのクローバー 4日㈫
（雨天中止）

11:00～11:30 市立図書館
プーさんのおはなしや 15日㈯

（雨天中止）

親子クッキング
～ピザを作っておいしく食べよう～
日　　　時／11月2日㈬午前9時15分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／2～3歳児の親子12組（先着順）
費　　　用／1組400円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、汚れた場合の着替え
申 込・問／10月25日㈫まで健康課親子保健係へ　内線135、136

上記のイベントは、山王地区
公民館で行ないます。

10月の相談 相談窓口などの詳細については
各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

みんな集まれ～！
キッズ・ジュニアイベント

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

育てられなくなった犬や猫の引き取り
13日㈭・27日㈭10：00～12：00
宮城県塩釜保健所（仮移転先：鶴ケ谷一丁目4-1）で
問／塩釜保健所�☎367-7051



人口と世帯数（8月末現在） 人口 61,317人（－13人） 世帯数 24,132世帯（＋17世帯）※（　）は前月比です。
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の
生
活
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
状
況
は
、
地
域
・
地
方

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。た
と
え
ば
、

北
海
道
や
沖
縄
は
弥
生
文
化
が
伝
わ
ら
ず
、
米
作

り
が
始
ま
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
す
。
私

た
ち
の
住
む
東
北
地
方
に
は
、
関
東
や
北
陸
地
方

と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
米
作
り
に

か
か
わ
る
農
耕
具
な
ど
は
い
ち
早
く
伝
わ
り
ま
し

た
が
、
お
墓
の
形
や
マ
ツ
リ
な
ど
の
風
習
は
受
け

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
北
地
方
に
く
ら
す
縄
文

人
の
末ま
つ
え
い裔
た
ち
は
、
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統

文
化
を
大
切
に
し
、
新
し
い
文
化
の
必
要
な
と
こ

ろ
だ
け
を
吸
収
し
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
私
た
ち
の
住
む
多
賀
城
に
目
を
向
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
弥
生
時
代
の
多
賀
城
に
は
ど
の
よ

う
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
時
代
の
住
居
跡
や
墓
地
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
山
王
遺
跡（
第
二
中
学
校
の
東
側
一

帯
）の
調
査
で
は
、
地
表
下
約
3
ｍ
で
弥
生
時
代

中
頃（
約
2
千
1
0
0
年
前
）の
水
田
跡
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
足
跡
も
見
つ
か
り
、

ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
で
農
作
業
を
し
て
い
た
様
子

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
は
、
東
北
地
方

の
各
地
域
で
も
米
作
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
発
掘
調
査
の
結
果
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
山
王
遺
跡
の
水
田
は
大
規
模
な
洪
水
に
み

ま
わ
れ
、
大
量
の
土
砂
に
覆
わ
れ
て
埋
没
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
列
島
規
模
で
気
候
の
変
動（
温
暖
化

↕
寒
冷
化
）が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
自
然
環

境
の
悪
化
か
ら
洪
水
な
ど
の
災
害
が
多
発
し
て
い

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
弥

生
時
代
の
後
半
は
米
作
り
に
は
大
変
厳
し
い
環
境

で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
沿
岸
部
の
大
代
地
区
に
は
、
考
古
学
史

に
残
る「
桝
ま
す
が
た
か
こ
い

形
囲
貝
塚
」が
あ
り
ま
す
。
大
正
8
年

に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
出
土

し
た
土
器
は
当
初
、
縄
文
土
器
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
後
の
研
究
で
土
器
の
底
部
に
稲い
ね
も
み籾
の

圧
痕
が
確
認
さ
れ
、
弥
生
土
器
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
東
北
地
方
に

も
弥
生
文
化
が
伝
わ
り
、
米
作
り
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
カ

キ
を
と
っ
た
り
、
塩
づ
く
り
も
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
半
農
・
半
漁
的
な
く
ら

し
を
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
弥
生
時
代
の
多
賀

城
の
歴
史
は
、
い
ま

だ
地
下
深
く
に
眠
っ

て
お
り
、
歴
史
を
ひ

も
と
く
情
報
は
無
限

に
埋
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。

多賀城のイベント情報

■第3回多賀城・七ケ浜「わがるすかぁ検定」　検定問題募集
　平成24年2月の実施にむけ、検定問題を募集します。多賀城市＆七ケ浜町の歴史、文化、観光
などについて3択問題を作ってください。
※検定の内容や受験方法については、平成24年1月に掲示物などでお知らせします。
応募方法／ 11月11日㈮までに住所・氏名を記載の上、検定問題を書いて郵送またはファクスに
て下記までお送りください。
問題例／陸奥総社宮の推定樹齢620年の名木（多賀城市保存樹木）は次のうちどれでしょうか？
①樫の木　②白木蓮　③老杉
問／多賀城・七ケ浜まちづくり推進協議会（多賀城・七ケ浜商工会内）	 ☎365・7830
〒985-0872　多賀城市伝上山3丁目1-12	 ファクス365・7880

■�多賀城「月の市」開催
　史都多賀城に活気と絆を取
り戻すために、生産者と商店、
さらにはさまざまな市民活動
団体が連携し、多賀城「月の
市」を開催します。
日時／ 10月22日㈯午前11
時～午後4時
会場／ JR仙石線多賀城駅前
出店内容／農産物・海産物・
惣菜・農産加工品などの販売
問／多賀城月の市実行委員会
（商工観光課内）　内線471

■第18回「壺
つぼ

の碑
いしぶみ

」全国俳句大会
　奥の細道紀行でこの地を訪れ、歌枕「壺の碑」を前に感涙にむ
せんだ松尾芭蕉を偲び開催します。
　当日受け付ける嘱

しょく

目
もく

吟
ぎん

の部にはどなたでも投句できます。文
学の秋、あなたも俳句に親しんでみませんか。

【俳句大会】
日時／ 10月16日㈰午前10時～午後4時30分（受付開始は午
前9時30分）
会場／東北歴史博物館
内容／嘱目吟入選句の発表、選評、表彰式
公開座談会／池田澄子氏・石田郷子氏・星野高士氏
嘱目吟／投句料＝1,000円、特別選者＝池田澄子氏・石田郷子
氏・星野高士氏、選者＝柏原眠

みん

雨
う

氏・菅原鬨
とき

也
や

氏・鈴木八
や

洲
す

彦
ひこ

氏・
蓬田紀枝子氏・高野ムツオ氏
問／多賀城市観光協会（商工観光課内）　内線471

広
報
多
賀
城
10
月
号
❖
通
巻
4
7
6
号 

平
成
23
年【
2
0
1
1
年
】10
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
4
1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
植
物
性
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

・
2
6
、
6
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。 

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
22
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

歴
史
の
風
④

�

～
弥
生
時
代
の
多
賀
城
～

▲弥生時代の水田跡（山王遺跡）
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